
 

会 議 録 

会議の名称 令和５年度第１回大穂学園コミュニティ・スクール（CS）推進会議 

開催日時 令和５年（２０２３年）５月18日 開会18:00閉会20:00 

開催場所 大穂交流センター 

事務局（担当課） 教育局生涯学習推進課 

出 

席 

者 

委員 

 

古谷野 好栄、大塚 貴文、渡邉 伸一、柴田 淳子、五十嵐 京

子、須藤 梨沙、井内 博行、諏訪 優子、染谷 強、野澤 洋夫、

中島 肇、清水 大、中川 正、大塚 一浩、沖山 暁朗、小林 由

二、村上 義孝、菊田 康人、川根 義行、塚本 正人、中島 武

夫、小野 泰宏、軍司 絹子 藏持 正則 

大穂中学校：冨田 竜夫校長 

大曽根小学校：勝村 和之校長 

前野小学校：村野 守司校長 

要小学校：平野 浩之校長 

吉沼小学校：大越 茂校長 

その他 大穂中学校：鈴木教頭、伏谷教務主任 
大曽根小学校：淺野教頭、大和田教務主任 
前野小学校：飯塚教頭、内田教務主任 
要小学校：大谷教頭、柴﨑教務主任 
吉沼小学校：西村教頭、木澤教務主任 

事務局 教育局長 吉沼 正美 
学び推進課：参事 久松 和則 
生涯学習推進課：課長 澤頭 由紀子、社会教育主事 渡邉 亮太 
        地域連携教育指導員 酒井 和宏 
教育総務課：課長 山岡 めぐみ  

公開・非公開の別 ☑公開 □非公開 □一部公開 傍聴者数  ０名 
非公開の場合はそ

の理由 
 
 

議題 
 

１ 学校運営の基本方針について 

２ 学校の教育活動の紹介 

３ 熟議「各小中学校の現状から見える児童生徒の成長をどう見守っていくか」 

４ その他（推進会議の今後の予定） 
会議録署名人 柴﨑 則史 確定年月日 ２０２３年６月１６日 
会

議

次

第 

１ 開  会  

２ つくば市CSについて 

３ 座長・副座長の選出 

４ 協議「学校運営の基本方針について」 

    「学校の教育活動の紹介」 

５ 熟議「各小中学校の現状から見える児童生徒の成長をどう見守っていくか」 

６ 閉  会 



 

 ＜審議内容＞ 
１ 開会  

(1) 選任通知書の交付（吉沼局長から代表者へ） 

(2) 教育長の挨拶（吉沼局長代読） 

(3) 自己紹介 

２ つくば市CSについて 

(1) 書記の選任（前野小 内田卓先生） 

(2) 行政説明（渡邉亮太社会教育主事） 

３ 座長・副座長の選出 

座 長：中島 武夫 委員 

副座長：小野 泰宏 委員 

４ 協議 

(1) 「学校運営の基本方針について」 

ア 学園グランドデザイン説明（学園長） 

・教育大綱 社会力の育成 

・基礎学力の向上  

・各校の研究テーマを活かした協働的な学びの実施とICTの思考ツールとし 

 ての可視化 

・主体的に活躍できる特別活動、ルールメイキング 

・教員研修の工夫と小中一貫教育の推進 

イ 中学校グランドデザイン説明（大穂中校長） 

・「本気・本腰そして本物の教育の実現」 

ウ 小学校グランドデザイン説明（大曽根小校長→前野小校長→要小校長→吉沼小校

長） 

・大曽根小学校（教育目標）子供も教師も生き生き輝く学校づくり 

・前野小学校（教育目標）輝く個性が響き合い 笑顔あふれる前野小 

・要小学校（教育目標）教えから学びへ、楽しい学校、お互いの良さを認め 

    合う。 

・吉沼小学校（教育目標）子供の成長をみんなで喜び合える学校づくり 

エ 質問 ・質問等特になし 

オ 賛同  

・各校長の説明を受け、基本方針が参加者一同賛同される。本方針で学校運営をして

いく。 

(2) 「学校の教育活動の紹介」 

ア 各校の取り組みについて 

①大穂中学校  

・学力向上を図る取り組み ・SNSトラブルを防ぐ取り組み  

・部活動の大きな変化 

②大曽根小学校 

・学校のキャラクター「クスノキング」の発案、児童の意識向上 

・教科担任制の充実を図る ギガ端末の活用 ・地域とのつながりの重視 

③前野小学校 

・ブロック担任制の導入（例 4年担任兼3年副担任） 



 

・コロナ禍にあっても状況に合わせた行事の推進 

・地域の産業を生かした教育活動の展開（伝統文化 箒づくり） 

④要小学校 

・つくば市教育大綱に沿った学習活動の推進  

・清掃活動・縦割り班活動の充実 

・地域との協力・連携（親子行事や廃品回収等） 

⑤吉沼小学校 

・ICT機器の積極的な活用 オンラインの活用 情報モラル 

・探究していく学習の推進  ・ つくばスタイル科の充実 

・課題 持続可能な協力体制 

イ 質問 

・運動会を盛り上げてほしい →盛り上げていくことを期待する（座長） 

・数値目標の具体化は難しいができればやってほしい。地域を巻き込んでどう支え

ていくかはメンバー、組織を使っていくことが大切と感じる。                  

→熟議でまとめていきたい（座長） 
５ 熟議「各小中学校の現状から見える児童生徒の成長をどう見守っていくか」 

(1) CSの「ねらい」や「方向性」についての確認 

(2) 小中学校ごとに現状の良い点と課題を付箋に書き、模造紙に貼る。その内容をもと

にしてグループごとに熟議を実施 

(3) 各グループの発表 

ア 吉沼小学校グループ 

①良いところ 

・オープンスペース 縦割り班活動 ・吉沼らしい関わりがいい 

②課題 

・あいさつ ・人間関係づくり ・遊び場が少ない 

③今後 

・毎日半数以上が行っている、児童館との連携 

・祖父母学級等のボランティア活動 毎日のように活動 継続が課題 

イ 要小学校グループ 

①良いところ 

・挨拶ができる 地域とのつながりが深い 

・他学年とのつながりが良い 環境が良い 

②課題 

・少人数で学力が上がらない マナーが良くない 

・地域とのかかわりに少々負担感があると感じる保護者もいる。 

③今後 

・学校、地域の双方向からの広報活動の実施 

・子供の居場所づくり（サードステージ） 

・先生の手助けになるような地域の活動を展開 

ウ 前野小学校グループ 

①良いところ 

・保護者が協力的  ・他学年とのつながりが良い 

②課題 



 

・世代交流が少ない 地域で何をやっているかが分からない 

・最後までやり抜く体験をさせたい 本を読む量が少ない 

③今後 

・地域の行事の理解と、児童と協働したイベントの開催 

・子供たちを知ってもらうための活動 地域との協力 

エ 大曽根小学校グループ 

①良いところ 

・子供たちが認められる機会が多い。・多種多様の業種が周りにある。 

②課題 

・地域との関わりが少ない。 周辺の道が狭く、安全面に課題がある。 

・働き方改革に逆行しているところがある。 

③今後 

・くすのき隊の活動の充実 子供を守る１１０番の家の活用 

・評議員、ＰＴＡ等の連携の充実 学習ボランティアの充実 

オ 大穂中学校グループ 

①良いところ 

・挨拶ができる。 本気で行動できる。 学校が落ち着いている。 

②課題 

・自転車のルールを守る意識の向上 ・夢、目標を持つ等の意識向上 

③今後 

・体験活動等の充実を図る。 

(4) その他 

ア 座長より 

・委員同士の交流が進んだ、ますます大穂学園が発展していけるように活動したい。 

イ 今後について 

・第２回 令和５年９月２６日（火）１８：００～ 

・第３回 令和６年１月２６日（金）１８：００～ 

６ 閉  会 

 



令和 5年度第 1回大穂学園コミュニティースクール推進会議

日時 :令和 5年  5月 18日 (木 )

18:00～ 20:00
場所 :大穂交流センター 研修室

次 第

1開  会

2 選任通知書交付

3 挨拶

4 説明事項

つくば市のコミュニティースクール導入について

5 座長・副座長の選出

6協  議

(1)学園・学校運営の基本方針について

(2)学校の教育活動や地域の活動事例の報告

(3)熱議「各小中学校の現状から見える子どもの成長をどう見守っていくか」

僻)その他

・コミュニテォースクール推進会議の今後の予定について

7閉  会



令和 5年度 大穂学園コミュニティ・スクール推進会議・協議会

番号 委嘱の区分 氏 名 よみがな 所属・役職 備考

l (け 児敵・生役の保破イ 古谷野 好栄 こやの よしたか 大lYl■t小学技・R4PTA会 長

2 (1)児重。11従の保護者 大塚 貴文 おおつか たかふみ 前田子小学校・R4、 5PTA会長

3 (1)児気・41従の保護者 渡選 伸一 わたなぺ しんいち 要小学校・R4PTA会長

4 (1)児 X・ とと従の保艇者 柴田 淳子 しばた じゅんこ 古沼小学校。PTA共同代表

5 (1)処 敵・生従の保護者 五十嵐 京子 いがらし きょ文
大徳中学校
・大は中心援団(PTA筆代表)

G (1)児 童・生徒の保護士 須藤 梨沙 すとう りさ
古ユrl小学校
。子ども会育成連合会会長

守 ¢)地域住民 井内 博行 いうち ひろゆき 大曽根小学校・R4学校評議員

遇 9)地域住民 諏訪 優子 すわ ゆ丈 大lγl■ミ小学校。R4学校評説11

9 p)地域住民 染谷 強 そめや つよじ 大lVl根 小学校・R4学校評議員

10 ρ)地域住民 野澤 洋夫 のざわ ひろお 人憎根小学校・区長会長

II (2)地域住民 中島 肇 なかじま はじめ 前野小学校
・R4学校評議員、区長会長

!2 (2)地域II民 清水 大 しみず まさる nt野小学校
・R4PTA顧 問、R6PTA会長伏Ⅲ

"

13 (2)地域住民 中,II正 なかがわ ただし 11“F小学校・IK長

14 (2)地域住民 大塚 一浩 おおつか かずひろ
市1野小V校
・R4学校評議li、 区長

15 (2)地 域住民 沖山 暁朗 おきやま あけお 要小学校・IX長会長

16 (2)地 域住民 小林 由二 こばやし ゆうじ 要小学校。民生委員

I? ¢)地城住民 村上 義孝 むらかみ よしたか 要小学校。SSW。 つくば‖ftt「 l!法 人会
(ヽ h浜役)。 つくばェデュース

lS ¢)地域II民 菊田 康人 きくた やすと 要小学校
・対1日姓設、元保観者

19 9)地域住民 川根 義行 かわね よしゆき 古ユrl小学校・区授会長

20 2)地域住民 塚本 正人 つかもと まさと 古IFl小 学校・主任児!と委員

21 p)地域住民 中島 武夫 なかじま たけお 大獄中学校
・元研A会長、R4学校評議員

22 ?)地域住民 小野 泰宏 おの やすひろ 大穂中学校
。前くすのき会長、R4学校評離貝

23 (2)地域II民 軍司 絹子 くんじ きぬこ 大穂中学校・元PrA会長

24 (3)各 学校長・教職A 勝村 不日之 かつむら かずゆき 大lYl根 小学校。校長

25 (3)各 学校長・教L,貝 村野 守司 むらの もりじ 前邸F小学校・校氏

26 (3)各 学校長・教職員 平野 浩之 ひらの ひろゆき 要小学校・校長

27 (3)各 学校長・教職貝 大越 茂 おおこし しげる 古ユrl小学校。校長

28 (3)各 学校長・教職員 冨田 竜夫 とみた たつお 大慰中学校・校長

“

)学識経験考 歳持 正則 くらもち まさのり 大撤中学校・元校長

6)供I係行政機供Iの賊員

“

)P文 育委員会が適当と認める者



頭

長

澤

課

コ瘤
士
自

局

月Jれ氏8

傍

聴

席

松

事

久

参
爛
籐

長

副座長席

座長席

ス
ク

リ

ー

ン

PC

ブロジェ

クター

井内 博行 染谷 強

諏訪 優子 野澤 洋夫

蔵持 正則 勝村 和之

軍司 絹子 古谷野好栄

冨田 竜夫 刺ヽ野 泰宏

中島 武夫 五十嵐京子

中川 正

大塚 一浩

村野 守司 中島 肇

大塚 貴文 清水 大

塚本 正人 柴田 淳子

須藤 梨沙

村上 義孝 大越 茂

菊田 康人

'H根

 義行

平野 浩之 沖山 暁朗

波遇 伸― 月ヽ林 由二
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須藤 梨沙

川根 議行

塚本 正人

淳子

【吉沼小】

大越 茂
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清水 大

中島 肇

中川 正
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沖山 院朗

菊田 康人

小林 由ニ

村上 議孝

渡遇 伸―

【大穂中】

冨田 竜夫

小野 奈宏

五十嵐京子

蔵持 正則

軍司 絹子

中島 武夫

【大曽根小】

勝村 和之

井内 博行

古谷野好栄

諏訪 優子

染谷 強

野澤 洋夫

座長席 副座長席

入

　

口
山岡課長

吉沼局長    i
:   澤顕課長

久松参事
イガ聴席



つ くば市コミュニティ・スクール推進会議開催要項

(開催 )

第 1条 教育委員会は、地方教育行政の組織及び運営に関す る法律 (昭和 31

年法律第 162号 )第 47条 の 5に規定する学校運営協議会の設置及び運営

に関する検討を行 うため、指定する小中一貫型小学校・ 中学校 (つ くば市

立小学校、中学校及び義務教育学校管理規則 (昭 和 62年つ くば市教育委

員会規則第 8号)第 5条 に規定す る小中一貫型小学校 。中学校 及び義務

教育学校において、コミュニティ・ スクール推進会議 (以 下 「推進会議」

とい う。)を 開催する。

(定義)           ヽ

第 2条  この要項において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定

めるところによる。

(1)コ ミュニティ・ スクール 地方教育行政の組織及び運営に関する法律

第 47条の 5に規定する学校運営協議会をい う。         i

(2)学園等 つ くば市立小学校、中学校来び義務教育学校管理規則第 5条

に規定する小中一貫型小学校 。中学校及び義務教育学校をい う。

(検討事項 )

第 3条 推進会議は、次に掲げる事項を検討する。

(1)コ ミュニティ・ スクールの設置及び運営に関する事項

(2)前号に掲げるもののほか、コミュニティ・ スクールの推進に関 し必要

な事項

(構成)                      ｀

第 4条 推進会議は、学園等ごとに、次に掲げる者の うちlか ら、教育委員会

が選任 した者 30人以内をもつて構成する。    ,



(1)当 該学園等に在籍する児童又は生徒の保護者の うちから、学校長が推

薦する者

(2)学園等の所在する地域の住民のうちから、学校長が推薦する者

(3)各学校長並びにその他の教職員                ′

(4)挙識経験者

(5)関係行政機関の職員

(6)前各号に掲げる者のほか、教育委員会が適当と認める者

(開催期間)

第心条 推進会議は、学園等ゞとにおおむね二年間開催するるただし、コミ

ュニテイ・スク‐ルを設置したときは、その日の前までとするも

(座長等 )

第 6条 推進会議に座景及び副座長を置 くも

2 座長及び副座長は、構成員の互澪により定める。

3 副座長は、座長に事故があるときは、座長となる。

(庶務)  i

第 7条 推進会議の庶務は、
・
学園等及び教育局生涯学習推進課において処理

する。

(補則 )

第 8条  この要項に定めるもののほか、推進会議の連営に関し必要な事項は、

教育委員会が別に定める。

附 則

この要項は、令和 4年 5月 1日 から施行する。
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玲和手筆慶暉学■租鋤頂び行
→ 液

検

糠 前

提

案

検討依l顔

⇔

嫁

療籍9含 策

行事

大
穂
学
園

の
取
組
み

●領競【主担当】

吉沼小の教育目標

学びの大切さを理解 し、明るく、たくま

しく行動する児童の育成

大穂中の教育 目標

共に高め合い、粘り強く努力する生徒の育成

大曽根小の教育日標

白ら学び 越豊かで ねばり強い児童の育成

前野小の教育日標

自分 と向き合い、他者 とつなが り、自分を

高める児童の育成

妥小の教育目標

主体的・対話的な育み、よりよい社会・幸

せな人生の創 り手 となる子の育成

コミュニテイスクールの推進
体 験

●学校運営協議会推進委員会の開催

● 防災・安全管理

● くすのき会 との連携

⑬

鞄:官〔与撥ぎ幣
る

。学園研修 【推進委員会】

●学園若手研修 【担当校 :】

●チーム支援研修 【生徒指導主事部会】

●教育相談 【生徒指導主事部会】

●特別支援教育 【特支コーデイネータ部会】

●Teomsに よる研修交流・情報共有

●授業 【学年主任都会】 っ な が る カ
oつ くばスタイル科 【学年主任部会】

●スポーツ交流 【体育主任】

●行事交流 【教務主任部会】

。中学校見学 【教務主任部会】

児童・生徒の交流

教えから挙ぴへ &管理から自己決定へ

基礎学力の向上 教えから学び

●学習意欲を喚起する課題 と

。忌考を深める対話的な学習

0メ タ認知を促すキ
「

くり返 りの

。考え、議論する道偽の展開

●ICT機器を活用した教育方

●主体的に取 り組む家庭学習習慣の確立

提示の工夫

形態の工夫

工夫

法の確立

～自己肯定感～6つの力のバランス

。自己決定の場の設定 【学年・特活主任】

●ルールメイキング 【生指主・特活主】

●特別活動の充実 【特活主任】

。生徒指導の充実 【生徒指導主事】

～自己肯定感～6つ の力のバランス

理から自己決定ヘ

く〓 〉

ミ

|

▼

▲

大穂学国の教育日標

進んで関わり合い 粘り強く努力する児童 ,生徒の育成
学びたくなる楽しい学園・学校

くば市の目指す学国・学校像

自己実現できる学校

みんなで支え合い

みんなが生き生きした学校

の教育目

ひとりひとりの能力を開発し

豊かな人間性をつちかう

じょうぶな身体をつくり

たくましい
`せ

を楼う

郷土を愛し

協力しあう′せを育てる

大穂学園の小中一貫教育で目指す児童・生徒像

□ 自分の考えをもち,進んで学ぶ子

ロ ネと儀工 しく,思いやりのある子

口 ′せ身共に健康で,粘 り強―い子

学霞検長会

・小学校長

・小学校長

・小学校長

・学園長 中学校長

・統括監 をヽ学校義

学園教務主任会学園教頭会
,大曽根小学校教務主任
。前野小学校教務主任

・妥小学校教務主任

・吉沼小学校教務主任
。大穂中学校教務主任

。大習根小学校萩頭

・前野小学校教頭

・要小学校教頭

・吉沼小学校教頭

・大穐中学校教顕

E等部会鱗 等部会 学年等準

実践日運営の主体 主な内容実施日 調整日連携月 学園行事
校長・次頭 各校教 頭学園総会 4/5(水 )前

各校教務 主任4/5(水 )有i 孝欠頭各教 科部会

各校教務主任4/ 5(水 )前 教 務主任各学年部会
校長・教頭 各校次 務 主任4/10(月 )前大聰 学園入 学式

各校孝欠務主任4/10(月 )イ変校長 教頭

4

大穐 学園啓恙式
年 間 行 事の確 記 、生 徒指 導対 応 の共 :こ 理 解孝

′入頭 各生徒 指 導三子生気指導部ノム＼ 5 / 10 ( タト )

学国内一合のラ|き 渡し〕‖練5/12(金 )イ変教 頭 各校保イ定主事合 同ラ|き 波 し訓 練

各校孝史頭 コミュニティスクールに関する会議5/18(本 ) 校 長 孜 頭第 1回 CS会 議
午問行事の石t誕各学年代 表者5/22(月 ) 教 務主任
個列の指導計画 丈抜計画の石す記孝

メ災頭 特壕1支援教 育担 当者5/22(月 )

各学年著卜会

特壕1支 援教育部会
中学生による理勤 会ボランティア教 務主任 各校体 育主任大 曽根小 学校垂ヲッ'会 5/25(木 )

中学生による理勁会ボランティア各校体 有主任5/27(■ ) 教 務主任

5

吉沼小学校運 多ナノ会

各校孝欠務 主任 学紋経セ 生徒指導 コンブライアンス研修6/5(月 ) 教 務主任第 1回 着手教 員部 会

/ ( )6

/ ( )7

くすのき会 災害時のIBキ 難所運営3/ 5(■ ) イ欠頭8 地域防災会議
各小 学校6年 生の種 目参加中 学校体 育三任中学校体 育祭 9/9(■ )

校 長・教 頭 各校教頭 コミュニティスクールに関する会議9 /26( シく)

9
第2回 CS会 議

技業参観教 務 主任 各校孝欠務主任計 画訪 間に合わ して第2回
‐
右手イ欠員部 会

教 務三任 各校体 有主任 中学生による理勁 公ポランティア10/14(■ )前野小 妥小 学校理勤会

/ ( ) 教 務 主任 各校 理科 主任
10

科学フェステイパル
特 ゲl丈坂 学級進学児童の花素 (※ Teoms)教 頭 特列 支援教育担 当者/    (   )特房1支 援学級部会

各校体 有主任 小 学 校 どうしをTeOmsて つ`オJいだスボーツイベント/ ( ) 教 務主任
11

6年 スポーツ交流会

特別支援コ各校の特列支援コーデネーター 児童生徒の作 品を晨示/ ( )手をつなぐ子らの作 品晨

12/ ( ) 教 み 主任持 久走 大会
研究技業及び研究協議教 務主任 各校孝え務 主任第3回 着手孝

′災員部会 / ( )
1 2

教 務 二 任 各校教務主任1/19(金 )中学校新人生保護者説明会

各校教 頭 コミュニティスクールに関する公義4/26(金 ) 校 長・ィア欠頭
1

第3回 CS会 議

/ ( )2
配慮を妥する厄童のワ竜翼/ ( ) 教 務主任 各校 生代 指 導三子小学校6学 年授 業かを見

各校次務主任3/18(月 ) 狡・
F‐＼・次頭大穂 学図継志式

校長 数頭 各校次務主任大薇 学園卒業式 3/11(月 )

3

教 野ヵ(主 任 各校 希望 ―者/ ( )計画訪 間時の技 業参観

教 牙ヵ焦主任各学年代 表著卜会 / ( )
/ ( ) 教 頭各教科部会

.ア欠頭/ ( )

随

時

奏護次諭部会
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芙穐薯園 び珍ンド聟詈イン 盈⑨盈3
くば市の目指す学園。学校像

学びたくなる楽し七ヽ学園・学校

自己実現できる学校

みんなで支え合い

みんなが生き生きした学校

大穂学園の教育日標

進んで関わり合い 粘り強く努力する児童・生徒の育成

日

ひとりひとりの能力を開発し

豊かな人間性をつちかう

じょうぶな身体をつくり

たくましい鳶を養う

郷上を愛し

協力しあう遣を育てる

大穂学園の小中一貫教育で目指す児童。生徒像

□ 自分の考えをもち,進んで学ャSミ子

□ 礼儀正 しく,思いや りのある子

ロ ミ身共に健康で,粘 り強い子

教えから学びへ &管理から自己決定ヘ

基礎学力の向上 教えから

● 学習意欲 を喚起する課題 と提示の工夫

● 思考を深める対話的な学習形態の工夫

oメ タ詔矢口を促す↓辰り返 りの工夫

●考え、議論する道徳の展開

● ICT機器 を活用 した教育方法の確立

●主体的に取 り組む家庭学習習慣の確立

児童。生徒の交流    他 者 と

●授業 【学年主任部会】 っ な が る カ
oつ くばスタイル科 【学年主任部会】

● スポーツ交流 【体育主任】

● 行事交流 【教務主任部会】

● 中学校見学 【教務主任都会】

7

⑬大
穂
学
国

の
取
組

み

iO領域【主担当】

実態を賠華えた各絞お教育1歯1線 |

吉沼小の教育目標

学びの大切さを理解 し、明るく、たくま

しく行動する児童の育成

鞄縫i機拿が,どを|る
。学園研修 【推進委員会】

●学園若手研修 【担当校 :】

●チーム支援研修 【生徒指導主事部会】

●教育相談 【生徒指導主事部会】

●特別支援教育 【特支コーディネータ部会】

● Tecmsに よる研修交流・情報共有 4景宅a惜機
粛
=

晒 i

コミュニティスクールの推進

●学校運営協議会推進委員会の開催

● 防災・安全管理

● くすのき会 との連携

体験

7

(露,
大穂中の教育日標

共に高め合い、粘り強く努力する生徒の育成

大曽根小の教育日標

自ら学び 鳶豊かで ねばり強い児童の育成

前野小の教育目標

自分 と向き合い、他者 とつなが り、自分を

高める児童の育成

要小の教育目標

主体的・対話的な育み、よりよい社会・幸

せな人生の創 り手 となる子の育成

～自己肯定感～6つの力のバランス

● 自己決定の場の設定 【学年・特活主任】

●ルールメイキング 【生指主・特活主】

● 特別活動の充実 【特活主任】

● 生徒指導の充実 【生徒指導主事】

～自己肯定感～6つ の力のバランス

管理から自己決定ヘ



大穂学曰つくば市立大穂中学校 グランドデザイン 2023

|

つくば市の教育目標

みんな'かく幸せを実感できる学国・学校
「自己実現ができる鞠
「みんなで支え合い」
「みんなが生き生きした期
今年度の造点目標

敬え―から学びへ

管理から自己決定ヘ

非認知能力の再認識ヘ

自己遇印寺自E日啜磨。自魏

大穂学回の教育目標

進んで関わり合い 粘り強く努力する児童・生徒の育成

|     □ 自分の考えをもち、進んで学ぷ子
「     ロ ネと儀正しく、思いやりのある子

□ 心身共に健康で、粘り強い子

大穂中の教育目標
共に高め合い、粘り強く努力する生徒の育成

～ 夢への挑戦「大穂プライド」～

<豊か魯bを育も辮 >
目指す生徒:自己決定できる生徒

◇自己肯起感を高める視点
・生徒会活動の充実
・校則の見直しやルールメイキング
・係活動の充実及び創意工夫
・感動する体験活動の実施
・特別活動の充実
・生徒主体のスポーツ・行事等の実施
・ライフスキ)レ トレーニング

●コミュニケーション能力の育成
・非認知能力を伸ばす環境づくり
。道徳的実践意欲
・規範意識の高揚
・芸術文化,舌動の充実
・学級経営の充実

蝉 目標

ひとりひとりの能力をF汗洗 し

豊かな人間性をつちかう

じようぶな身体をつくり

たくま|しい心を養う

堀【土を愛し

協力しあう心を育てる

すべての子どもの可能性を

<健やかな体を育む教育>
目指す生徒 :活力があり、

何事にも挑戦できる生徒
・地域の特色を生かした部

'舌

動
・地域スポーツ人材の活用
・体カアップ、体力づくり
・部,舌動改革推進
・運動量の確保
・昼休みの外遊びの推奨
・持久力の向上

●特別支援教育の充実
・一人ひとりの瞥性を理解し尊重する

・交流舌動や共同学習の充実
。校内支援体制の写虫化
・食に関する指導体制の確立
・自己管理能力の育成

0

<確かな学力を育む教育>

目指す生徒 :自分で考え、探究する生徒

中 隷

・課題提示や導入の工夫 (難易度の工

夫)

。問いから始める学び、展開の工夫

・問い返しや発問の工夫

・対話の重視

・課題解決型の探究的な学習

・各教科の特質に応じた見方・考え方

● ICT機器を活用した協働的な学びの展開

一十
一
一「
一
一一一～
「一一一一
一一一「一一一
一一一
「
一一一「
一ト

・考えを広げ、深める場の設定

・多様な指導や学習形態の工夫

・考える時間の確保

・教科横断的な学びの確立

・体験や既習事項の活用

・生命 (いのち)

・振り返りの工夫 (視点とメタ認知)

【教員のスキルアップとパフォーマンス向上のための働き方改革の推進】
目指す教師像:学び筋 ノベーションを推進し,質の高い教育の展開を目指す教師
◇指導力・人間力の視点
・授業力・生徒理解・生徒指導力  ・デジタル教科書、ICT、 ギガ端末の活用  ・校内研修の充実 (ケース会議・ラ隧卦慰妹の充実)

・働き方」を意識した教科経営の実施 匂調脚会や凝鶏期勢  ・コンプライアンスの意識が高く、服務規律を遵守

団
・一人一人の教育的ニーズに応じた指導の

充実 (特別支援教育の推進)

・学年、学級経営の充実

1静14-‐■赤器 :
コミュニテイースクールの推進

目指す地域像:地域・l維甍者と一体となって子供を育む学校

・地域の人材・物的資源の活用 ・社会教育との連携  ・つくばスタイ〃野斗における発信型プロジェクト学習
・学校運営協議会との連携 陸 員会)・ 青少年を育てる会との交流 ・ID郊方ぢE、 防災体制の構築

，
，、
　
　
一一■
１
■
■
一■

一

・学習支援ボランティア・出前授業等の教育プログラム ・学習、仰碗舌動の充実 ・音勝舌動支援 ・キャリア教育の充実



小中中買教育 六撤剖酢Жば臨息舟脚 撃機
学材,|■  'I残―■ギ世|

■ ヽ

中 i 一一■
一々
“一一一一

；
ｉ

●

ｒ
ｉ

∴４一
■

うてlぎ帝あ歯指す学嵐:学稜拒
○ みんなが幸せ を実感できる学園・ 学校・ 幼稚 園

・ 白己実現で きる学校

・ みんなで支 え合 い、みんなが生 き生 をした学校

本 県教 育 の 目標
○ひとりひとりの能力を開発 し,豊 かな人間性をつちかう

1 0じ ようぶな身体をつくりたくましいヽを養う
O郷とを愛 し,協力しあう熾を育てる

茨 才£県 学 校 教 育 指 導 方 針
す べ て の 子 ど も の 可 能 性 を 引 き 出 す 活 力 あ る

|   ◇ 力 リキュラムマネジメン トの確立

◇ 豊かな学びの展開
◇ 安ヽ して学べ る環境の保障

学 校 教
自ら学び 甦豊かで

育 目 標

ねばり強い児童の育成

‐  夢it尚がちヤよりよt｀素楽とからく
'学

びjあ支塊
○教 えか ら学びへ学びのイノベーシ ョン         ー

・ 問いか ら始め る学び  。単元 を通 した探究的な学び

・体験型・ 発信型 の学び ・ 個別最過 な学び

・協働的な学び     ・ カ リキュラム・マネジメン ト

、  O管 理 か ら自己決定へ             |
○認矢口能力か ら非認矢口能力の再誕畿へ       |
O保幼小連携                  

―

○特別支援教 育の充実              
―

○地域・ 保護者 と一体 となって子供 をは ぐくむ学校づ くり

O教育環境の整備          |

避1輩
学校評価
・子 どもの願い

・保護者の願い
。地域の願い

学 校 づ く り

″

静

,懲
4 輩

か ェ,1か 、1と ″す工管
=学

・学校コングライアンス体制の確立
・学校事故の末然防止 (点検 。色汗修)

。教育活動の情報発信 (HP勾田更新)

。地域人材、施設を活用した多様な学習

違5商轟ぁ覇圏
。学校運営協議会と地域協l豪れ活動の推進
,大穂学園での連携
。PTAと の連携
・地域各種団体との連携
(く すのき会・くすのき隊・区長会など)

安ド して学び合える学級経営の在り方

～学級集回づくり。授業づくりの充実を通 して～

互いのよさ

研修テーマ|

を認め、

(探究する学び、プレゼンテーション)

・児童の者えを生かした、校則や約束、lCT
機器の使いアうの見直し

。キャリアバスポートの活用
。つくばスタイル科の充実

(生活科 。道徳科・特別活動 )

匿璽巨匪至重の充実|
。全職員で取り組む特号」支援教育の充実

・交流及び共同学習の充実
・定期的な特別支援委員会の実施
・ユニハーサルテザインの環境整備

圏

目指す!,,||■
〇人間性豊かで、高い使命感 をもつ教師

○一人一人 と寄 り添 った関係 を築 く教師

○効果的な学びをデザインし、学び を引き出す教師

○授業改善に向け、実践的専門性 を高める教師

○組織 として協働 し、学校教育目標の具現化に努める教師

|千
1■

'イ

醒

II― !●I.I!
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目指す騒灘塾錘議
O自 ら学ぶ子

・意欲的に学習に取 り組む子

・基礎基本を身に付け自分の考えを

伝える子

O思 いや りのある子

・友達 を大切にする子

・助け合い高め合 う子

・元気にあいさつする子

Oた くましい子

・規則工 しく生活できる子

・進んで運動できる子

子びずめらきであ最後ま

|''i   

〔   「

'i   

「二   「
iF二そi~1,   「

~三

:   

「   「
::   

「三i:;i   [,~'::二    「二ξ   「
::Fi;:F::,   

「そ万硼
。運動の習慣化を図る授業づくり
。学習用端末を活用して、家庭と連携した
体力づくりができる学習活動の工夫

・安全に運動できる外進びの工夫

1  檀の動 lllI
・ ヒヤリハットの共有と事例研修
・交通安全教室、防受訓練の実施

・薬物舌t用防止、性に関する指導の実施
。大綸単園合恩弓1芦湾 t痢1績 の宰柿

||||●
―
||||■ IIIII■Ⅲ ⅢⅢ■|

いの良さを認め合う学校

・ 校内フリースクールの支援体制の整備
・ 挑戦し、失敗/う 許`される学級づく

'ノ̂
・ 一人一人の声を大切 |こ する数B顧集団
。「させる」から「支える」への指導の転換

・ 主体的な委員会・係活動の推進

・ 遭徳教育の充実

閥秀誦房百両語か5この育成
|

。授業 本ヽυ行事での体験活動の工夫

・幼児と児童の交流活動

・専PB家 による感重心を味わう指導の充実
・ 動物、植物とのふれあいや植牛勿歳培

留
圏

・学級づく

目指すF顕爾

“

H
O知性と感性の磨かれる学校

0笑顔あ
`、

れる楽しぃ学校

0共に学び合う教師集団の学校

0事案・地域社会と信頼と協力で結ばれた学校

1涙死お「 編面面τ要素石て羽
。単元を通した学習課悪の設定
・ Pロヨいから始める学び |こ 向けた課題提示
・自力解決の学習時間をF住 保
・対話を生み出す発P9日の工夫
・学びの自覚を目指した振り返り活動

・高学年における教科担任制の実施
・技能教科の一き8専科制の実施

「 CT教育の工夫|

・ 学習者用端末のノート化
・個月J最適な学びへの有効活用
・情報モラル教育の実施

■
―|■ |||||||工 ■ |||

団

教科の特性を生かす

◎基礎学力の向上

◎児童生徒の交流

◎教員のスキルアップ

の

安全管理

0情報共有

0-人 一人を大切にする教育 (思いやり・笑顔)

0失敗を憩れず、チャレンジする教育 (挑戦・創造)

O学びの共同体として、教師力の向上 (協働・実行)

0働き方改学の推進 (効率的な働き方)

～「つながり」を大切に～      ″―一―~~

,て |ヽ
l′

りづ く

り

る授業

る学級づく

韓題解決す
を実感でき

協働的

感用

表現、

己有自

探究、ちもら瀬 を自O

O他者への信頼感や

,|

も教師も生を生守と輝く学校

D☆太曽標小学校の教職員と





令和 5年度 大穣学口つくば市立要小学校 グラン肘醐町ツ
一人ひとりが幸せな人生を送るために

4月 1日版

中

中
中

′

ひとりひとりの宿ヒカを目g晃し

盤かな人間性をつちかう

しょうぷな鶏体をつくり

たくまししⅢbを盤う

郷土を理し

協力しあう心を育てる
勘 で囲 つりSヽ
粘り強く碧力する

月由・ 生腱嫡 成

校 |の 教 育 目 標
世界の明日をひらく

社会力豊かな

創児・ 児童こ生徒の翻

組 織 目 標

“教え"から “学りPへの転換

O主曲 9・ 対話會― 難 向lサ府劇
『

↓贈

○軸 ・ 対轟 醜 臨 碧 部 け 鞠 駒 ―

「子ども中心」

・楽ししヽ学較
・夢・感動のある学校
。生き生きとした学校
・信頼される学校

『たくましい要の子』

知 1時代の変化に対応呟 自ら者え、自ら行動呟 解決

しようとする子

徳 :互いのよさを認め合しヽ 自分のよさを発揮できる子

体 :健やかな体とl、

lとり強い気力のある子

「前向きな教 8市」

みんなで
かかわって
なかよく助け合い
めさす目標に向ア)｀つてすすむ
テー△要 → 略籐開瑞J」

組織 目標具現化のための具体的施策

令和5年度校内研修テーマ

O主体的・ 対話的な場を構成する特別活動の充実 (案)

倒き方
警語協落斎焼づくり ・ 仕事の計画白雌

健康・体力の向上人間性の蒼成

● 自ら学び自ら考え主体的に判断できる力を育成

する援業改善

◇ 学胃問題●
'正

夫・欧簿

◇ 話し合いσ)場の設定

◇ 擾り
'と

り′lttσ ,設定

◇ 仮審計画の設定

◇ 値とし′
'酵

ヨわりを,帝強・ して考えを表とめる

◇ 力〕4部人たヽlバンクの鱒 軸 衛

◇ GTCAノ.ケール構想に立った1おり|・ 脇働的な学習

◇ 説蓄指導をとおした識解りJの育成

● 学習習慣の確立と稼庭学習の売輿

◇ 家庭学密計画まつ活用

● 自己決定力を高める数百活動

◇ 子供が冷I態 1〔央をモ́て歌り組■,る学級係,百駒

◇ 白分たrIの課層を白らみつ1す燃 する

◇ 認あ合い励まし合うことのできる温かな集Шづくり

◇ 主体的に '創意正夫をもt,て学級活動・児ttt rttl

学瑚 」l占
・
動の

'1't
◇ 考えること,議離することを通して教科道徳の雑進

◇ 考える場、判

'rさ

せる場を大切にした生徒指4
● 明るく元気な挨拶ができる

0励まし合い、力を出し合う学級・学校づくり

● 何事にもやる気を持つて最後まで粘り強く取り

組もうとする意欲

◇ 白分をアビ=ルできる機会の意口的な設定

◇業聞
'ψ

′メにおける細統的な体力つくりの実虚

◇ 自分に桃段し自分を高めることのできる体古の最柴
♂)ちIとVうと

◇ 目操をキヤつて取り稚馳'こ とのできる学校行事の,111

◇棲極的に,舌用した善かな件敷活1カの雑題

◇望まI´い生活科Hの修得

● 進んで運動に取り組もうとする態度の育成
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すべての子どもの可能

性を引き出す活力ある

学校づくり

○カリキュラム・マネジ

メントの確立

○豊かな学びの展開

O安心して学べる乗境
の保障

学びの大切さを理解し、

明るくたくましく行動する児童の育成

(校訓)かしこく やさしく たくましく

すべての子どもが安心して学び、成長をみんなで喜び合
をつくる

O児童の笑顔、家庭・地域の皆様の笑顔、教職員の笑顔が

あふれる学校づくりに努める。

○掌握、紹介、奨励 (3S)により、児童の主体性を引き

出す授業改善を図る。

O教員の働き方改革を推進し、児童と向き合う時間と自
己研鑽の時間を確保し、持続可能な学校を目指す。

O家庭・地域と連携し、家庭。地域と一体となって子ども
の育成に取り組む。

【合 言 葉 】 自分 み が き 儀遺・朝〔職員ともЮ

○自己有用感や他尊感情を高める学級
づくり (各教科等の授業を中心に)

○一人一人のよさを引き出し、そのよ
さを具体的に認め褒める教育活動の

展開 (特別活動を中心に)

○教職員間による模範的な対話の実践
O児童主体の人権集会の開催

【数値目標】

あいさつ、言葉遣い、時間を守るなど、

時と場に応じたふさわしい言動を取
ることができる児童の割合

(学校評価前年度比+1,0)

夢に向かってよりよい

未来をひらく「学n
の実現

○教えから学びへ

○管理から自己決定へ

○認知能力偏重から非
認知能力の再認識ヘ

進んで関わり合い、粘
り強く努力する児童 。

生徒の育成

○体育、食育、健康教育の充実

○体方向上プロジェクトの実施

(外遊びの奨励)

○「生命 (いのち)の安全教育」の実

施
Oがん教育の実施
○縦割り班活動の充実
○防災訓練の充実
○食物アレルギーに対応するための教
員研修の充実

令和5年度 大穂学園つくば市立吉沼小学校グランドデザイン

茨城県学校教育指導方針

いばらき教育プラン

本県教育目標 吉 沼 小 学 校 教 育 目 標

学 校 経 営 の 理 念

学 校 の 経 営 方 針

つくば市教育振興基本計画

本市教育目標

大穂学園教育目標

し、自己判断・自己決定をしながら意欲的に

O他の人々を大切にすることを考え、望ましい言動を進んで取ることができる児童を育てる。

○学ぶ必要性や大切さを自 り組む児童を育てる。

組 織 目 標

合つてみたいJ(よ 1思える■習聞隠●

設定と報選暉強い見涌化いるたせf
CFjミ已黄き

―G日前と違武とたイ¬1酌 峡とえ
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｀
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0書諦苺動い■|ミ
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0詩帝§卜季い黙総 基ヽ本全定着させる
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iがでさ.る 1慮量の詢
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｀
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【徳 】

思いやιプのある子 心身共に健康で、たくましい子

【体 】

学びの大切さを自覚し

主体的に学べる子 【矢田】

O学校評価の結果を反映した学校経営

○各種団体との連携による学校支援体制の充実
(防犯協会、交通安全協会、区長会、安全う安,いな吉沼を作る

会、学校防犯連絡脇議会)

O積極的な学校公開

O学校だより、学級通信、ホームページ等での情報発信

○地域行事への協力 倍詔服園祭など)

○大穂学園内各小中学校との連携

○コミュニティ・スクール導入とこ向けた準備 鰯難委員会の

実施 :年 3D

○校内研修の充実 (本目期 、ICT活用)

O安全・安 いな学校生活実現のための危機管理の徹底

O教職員の服務規律の徹底

(ボ トムアップ型のコンプライアンス研修を年6回剰④

O教員評価を活用した勤務意欲の向上

(蕩(職員の長所を認め、活きる教員評価面談の潮

○教職員の働き方改革の推進と学校教育の充実

蜘 の見える化 :月 4日、超過在校等時間とか月45h以

下 :2週間ごとの自己嗣ω

教職員の資質向上 (信頼される学校であるために)家庭・地域との連携 ,協働

※教育活動の進捗状況により年度途中での修正の可含酵陛あり



 

会 議 録 

会議の名称 令和５年度第２回大穂学園コミュニティ・スクール推進会議 

開催日時 令和５年（2023 年）９月２６日 開会 18:00 閉会 20:00 

開催場所 大穂交流センター 

事務局（担当課） 教育局生涯学習推進課 

出 

席 

者 

委員 

 

古谷野 好栄、大塚 貴文、渡邉 伸一、柴田 淳子、 

五十嵐 京子、須藤 梨沙、井内 博行、諏訪 優子、 

染谷 強、野澤 洋夫、中島 肇、中川 正、大塚 一浩、 

小林 由二、村上 義孝、菊田 康人、塚本 正人、 

中島 武夫、小野 泰宏、軍司 絹子 藏持 正則 

大穂中学校：冨田 竜夫校長 

大曽根小学校：勝村 和之校長 

前野小学校：村野 守司校長   

要小学校：平野 浩之校長 

吉沼小学校：大越 茂校長 

その他 大穂中学校：鈴木 英理 教頭、伏谷 謙 教務主任 

大曽根小学校：淺野 洋平 教頭、大和田 哲也 教務主任 

前野小学校：飯塚 真由美 教頭、内田 卓 教務主任 

要小学校：大谷 順子 教頭、柴﨑 則史 教務主任 

吉沼小学校：西村 香保子 教頭、木澤 智子 教務主任 

事務局 教育局長 吉沼 正美 

教育局次長 久保田 靖彦 

学び推進課：参事 久松 和則 

教育総務課：課長 山岡 めぐみ 

生涯学習推進課：課長 澤頭 由紀子  

：社会教育主事 渡邉 亮太 

：社会教育主事 村上 和宏 

：地域連携教育指導員 酒井 和宏 

：地域連携教育指導員 小島 健 

公開・非公開の別 ☑公開 □非公開 □一部公開 傍聴者数  ２名 

非公開の場合はそ

の理由 

 

 

議題 

 

１ 大穂学園の現状について 

２ 熟議「大穂学園の教育活動において地域から学校に支援できることは何だろうか」 

３ その他（推進会議の今後の予定） 

会議録署名人  確定年月日 年  月  日 

会

議

次

第 

１ 開  会  

２ 学園長のあいさつ 

３ 座長・副座長の選出 

４ 熟議「大穂学園の教育活動において地域から学校に支援できることは何だろうか」 

５ 閉  会 



 

 ＜審議内容＞ 

１ 開会  

 (1) 本日の会議について (2)学園長のあいさつ 

２ 座長・副座長について 

  前回より引き続き 

座 長：大穂中学校元 PTA 会長、前大穂中学校評議員 中島 武夫 委員 

副座長：くすのき会前会長、前大穂中学校評議員   小野 泰宏 委員 

３ 議事の確認 

 (1) 書記の選任（要小 柴﨑則史教務主任） 

４ 熟議 

(1) 第 1 回の会議内容の振り返り（ファシリテーター 大穂中 鈴木教頭） 

 〇良いところ 

  ・縦割り班活動や地域、他学年とのつながりがある。 

・保護者が協力的 ・子どもたちが認められる機会が多い 

・多種・多様な業種が周りにある ・挨拶ができる 

・本気で行動できる ・学校が落ち着いている 

  〇課題として 

   ・あいさつ ・人間関係作り ・遊び場が少ない ・学力向上 

・マナーの向上 ・世代交流が少ない、地域の活動が分からない 

・地域との関わり・働き方改革 

・道が狭く、安全面が課題である  

・自転車のルールを守る意識の向上を図る必要がある 

・夢、目標を持つ等の意識の向上 

  〇今後、行っていきたいこと 

   ・児童館との連携 ・ボランティア活動 ・継続すること 

・学校、地域双方からの広報活動 

・子どもの居場所づくり（サードステージ） 

・地域行事への理解促進と、児童と協働したイベントの開催 

・子どもたちを知ってもらうための活動 

・地域と協力、くすのき隊の活動の充実 

・ボランティア活動の充実 ・体験活動の充実 

・先生の手助けになるような地域活動の展開 

(2) テーマについての話し合い 

「大穂学園の教育活動において地域から学校に支援できることは何だろうか」 

〇グループでの話し合いの方法について 

①各学校で困っていることのうち、できそうなことと難しいことに分けて

付箋を模造紙に張っていく。 

②できそうなことを地域主体としてどのように支援していくかの具体策と

課題を考え、それぞれ青の付箋と赤の付箋に書き出していく。 

③書き出した付箋を、模造紙に貼り内容をもとにしてグループごとに話し

合う。 

④話し合った内容について各グループから発表する。 

(3) 各グループの発表 

ア 大穂中グループ 



 

〇具体策 

 ※完璧を目指さず、少なくてもよいから、まずは学校への支援活動に

参加してもらえる体制を考える。 

・ボランティア活動については、具体的な内容、時間を明確にする。 

 ・回覧板で募集する。 

 ・保険に加入することを必須とする。 

  ・ボランティア募集の年間計画を立てるとよい。 

〇課題 

・チラシ等で募集する場合、見やすく、読みやすいものを作成するノ

ウハウが必要。 

 ・専門の人に伺いながらやる必要がある。 

 

イ 大曽根小グループ 

〇できること 

 ※人が足りないからできないことをお手伝いする。 

〇できないこと 

 ・日本語の指導の補助 

 ・英語の通訳 

 ・災害時の駐車場の整理 

〇具体策 

 ・学生ボランティアを募る。 

  その際、マイスター制度のようなものを導入する。 

  具体的には、登録や研修をしてもらうようにする。 

 ・PTA 活動に特典を付ける。 

  活動の何回か参加したらスポーツ少年団の PR をすることができる。 

  PTA の活動を免除する。 

 ・学校と保護者が Win Win の関係であるように企画を考える。 

〇課題 

 ・集めた人が情報漏洩をしてしまう危険性がある。 

 

ウ 前野小グループ 

〇できること 

 ※今実際にやっていることをさらに発展させていく 

〇できないこと 

 ※学校の状況がわからず、突然言われてもすぐには動けないような内

容のもの 

 ・調理実習の補助 

 ・手縫い、ミシン作業の補助 

 ・水泳学習の見守り 

〇具体策 

 ※広報活動をより活発にしていく 

  よりよい環境、よりよい教育を子供たちへ伝えていく 

 ・区長さんの協力を仰ぐ 

 ・地域の伝統行事を学校行事に取り入れる。（例：ポンポンつき） 



 

エ 要小グループ 

〇できること・できないこと 

 ・意見が上がった１６項目について分けた。 

 ・難しいことも多いが、工夫することでできることも増えていった。 

〇できること 

 ・読み聞かせを行う。 

 ・調理実習の補助 

 ・ミシン作業の補助 

〇具体策 

 ・やる気のある人からでもよいので、できることから少しずつ始めて

いく。 

〇課題 

 ・やろうと思えばできるが、平日昼間の活動が多く、参加するのが難

しい。 

・団体としての読み聞かせグループがない。（ＰＴＡ主催のもの） 

 ・情報伝達の問題がある。困りごとなどをもと広く伝達するようにす

る。組織的に行う、もしくは、区長さんとの連携をもっと図れるよ

うになるとよい。 

 ・経費の問題。 

事故があったときどうするか。 

食費がかかった時の経費はどこから出すか。 

市の制度を使えばよいのでは？ 

 

オ 吉沼小グループ 

〇できること 

・登下校の立哨、パトロール 

・水泳学習の低学年の支援 

・休み時間、子供たちと、遊ぶ、触れ合いの時間をもつ。 

・読み聞かせ 

・草刈り 

・畑での野菜作り、草取り 

・落ち葉集め、桜、イチョウ等の落ち葉の管理 

・プランターの花の管理、マリーゴールド、パンジー 

〇できないこと 

・廃品回収での車の確保、地区ごとの軽トラの確保が難しくなってい

る。 

・家庭科支援、調理実習や、ミシンの補助 

・災害時の駐車場誘導、一部の道路を一方通行することなど。 

○具体策 

 ※コミニュティスクールの設置の目的である、地域、学校、子供たち

を繋げるということで、学校を支援していきたい。ただし、学校が

いつどのような時間にどんなことをしているかが伝わってこないた

め、どのようなお手伝いをすれば助かるということが伝わってこな

い現状がある。また発信されている情報が単発のものであることが



 

多く、情報が組織化されていない。そういった現状踏まえ、次のよ

うな策を講じていく。 

 ・情報を共有する場、学校の課題を発信する場の設置のための人材バ

ンクの設置。 

  人の登録、時間の登録、祖父母学級の管理 

 ・メール配信システム（人材バンク専門のもの）の設置 

 ・回覧板の活用 

 ・登下校の見守り…いつ、どこで、どのような見守りをするか 

 ・プランターの管理…花と緑のボランティアの日の設定（月１回程度） 

〇課題 

※技術を持っている人が集まらないため。また、お仕事をされている

方たちを招集するための時間の確保が必要になるため、限られた人

しか集まらない、長い時間お手伝いいただくことが難しいというこ

とになる。さらに、道具も豊富にないと、活動が難しくなる。 

・家庭科のミシン、調理実習の手伝い。 

※地域の方にお手伝いをいただくためには、情報の共有が十分になさ

れてないと、人が集まらないのではないかということ。いつ、どんな

ところで、何をするかっていうこと、困っているとか、学校の願い

を、地域の方にどんどん発信していく、そういうことがやっぱり大

事なのではないか。 

 

(4) その他 

ア 座長より 

   ・たくさんの協力が得られることになった。子供たちの未来、国の未来

が広がる気がする。今後はこの発表を実際に実現できるようによろし

くお願いします。 

  イ 今後について 

・第３回 令和６年１月２６日（金）１８：００～ 大穂交流センター 

５ 閉  会 

 











 

会 議 録 
会議の名称 令和５年度第３回大穂学園コミュニティ・スクール（CS）推

進会議 
開催日時 令和６年（2024 年）１月 26 日（金）開会 18:00 閉会 20:00 

開催場所 大穂交流センター 
事務局（担当課） 教育局生涯学習推進課 
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委員 
 

古谷野 好栄、大塚 貴文、柴田 淳子、五十嵐 京子、 
須藤 梨沙、諏訪 優子、野澤 洋夫、中島 肇、 
村上 義孝、菊田 康人、川根 義行、塚本 正人、 
中島 武夫、小野 泰宏、軍司 絹子 
大穂中学校：冨田 竜夫 校長 
大曽根小学校：勝村 和之 校長 
前野小学校：村野 守司 校長 
要小学校：平野 浩之 校長 
吉沼小学校：大越 茂 校長 

その他 大穂中学校：鈴木 英理 教頭、伏谷 謙 教務主任 
大曽根小学校：淺野 洋平 教頭、大和田 哲也 教務主任 
前野小学校：飯塚 真由美 教頭、内田 卓 教務主任 
要小学校：大谷 順子 教頭、柴﨑 則史 教務主任 
吉沼小学校：西村 香保子 教頭、木澤 智子 教務主任 

事務局 教育局長 吉沼 正美 
生涯学習推進課：課長補佐 色川 純子 

：係長 飯島 遊 
：社会教育主事 渡邉 亮太 
：地域連携教育指導員 酒井 和宏 
：地域連携教育指導員 小島 健 

 
公開・非公開の別 ☑公開 □非公開 □一部公開 傍聴者数   ０名 
非公開の場合はそ

の理由 
 
 

議題 
 

１ 大穂学園の学校評価について 

２ 熟議「大穂学園コミュニティ・スクールを地域に広げるためにどのようなことをしたらよ

いだろうか。」 

３ その他（推進会議の今後の予定） 
会議録署名人  確定年月日 年  月  日 
会

議

次

第 

１ 開  会  

２ 学園長のあいさつ 

３ 座長あいさつ、議事の確認 

４ 大穂学園の学校評価について 

５ 第２回会議の振り返り 

６ 熟議「大穂学園コミュニティ・スクールを地域に広げるためにどのようなことをしたらよいだろうか。」 

７ 閉  会 



 
 ＜審議内容＞ 
１ 大穂学園の学校評価について 

前野小 飯塚教頭より第１回学校評価についての説明 

〇取り上げた８項目について紹介 

・どの項目も児童のほうが肯定的に捉えている。 

〇学校評価について、意見交換 

・３つのテーマでの話し合い（１０分程度） 

   ・グループごとに出てきた意見をワークシートに記入   

   ・後ほどワークシートは回収 

 

２ 第２回の会議内容の振り返り（ファシリテーター 大穂中 鈴木教頭） 

 (1) 第２回の会議内容の振り返り 

  〇できること 

・学校への支援活動に参加してもらえる体制づくり 

・ボランティア活動の募集、年間計画、回覧板での募集 

（活動の際は、保険に加入すること） 

・人が足りないことからお手伝いする。 

・今、実際にやっていることを発展させる。 

・登下校の立哨、パトロール ・低学年の水泳学習の支援 

・休み時間、子どもたちと学ぶ、触れ合いの時間をもつ 

・読み聞かせ ・畑で野菜作り、草取り 

・落ち葉集め、桜、イチョウ等の落ち葉の管理 

・プランターの花の管理（マリーゴールド、パンジーなど） 

・調理実習やミシン作業の補助 

〇具体策 

・広報活動をより活発にしていく ・区長さんの協力を仰ぐ 

・地域の伝統行事を学校行事に取り入れる。 

・できることからすこしずつ始める。 

・地域・学校・子供たちを繋げるということで、学校を支援していく。 

・情報共有の場 ・人材バンクの設置 

・メール配信システム ・登校時の見守り 

〇課題として 

・見やすく、読みやすいチラシ等を作成するノウハウが必要 

・活動している人の情報の取り扱い（情報漏洩等） 

・平日の昼間の活動に参加するのが困難 

・団体としての読み聞かせグループがない。 

・情報伝達、情報の共有が十分にされていないと人が集まらない。 

・経費の問題（事故があった時、食費の経費など） 

・人を集めること（技術をもっている人、長い時間お手伝いできる人 

・学校のねがいを地域の方に発信していく。 

 

３ 熟議 

(1) テーマについての説明 

「大穂学園コミュニティ・スクールを地域に広げるためにどのようなことをしたらよいだろうか。」 



 
(2) 話し合いについて 

  ・学校グループごとで１５分間を目安に話し合いを行う。 

・推進委員さんが考えた意見を付箋に書き、その付箋をラシャ紙に貼り

ながら話し合いを進める。 

・３つのテーマの話し合いが終了した後、学校ごとに２分程度で発表を

行う。（前野小→大曽根小→吉沼小→要小→大穂中の順番） 

 ①テーマ１：『大穂学園コミュニティ・スクールを地域に広げるために行

ったらよいこと』 

 ②テーマ２：『大穂学園コミュニティ・スクールのスローガンは、どのよ

うなものがよいだろうか。』 

  ③テーマ３：『大穂学園コミュニティ・スクールとして、地域と学校で、ま

ず実行することを考える。（挨拶・立哨について）』 

(3) 各グループの発表 

ア 前野小グループ 

①テーマ１について 

 ※地域との連携、情報共有が足りないという課題がある 

・学校と地域と親がつながるため、学校に呼べるイベントを行う（防

災学習会（防災キャンプ）など） 

②テーマ２について 

・地域で支える子供の笑顔 

・スローガンの右下に「大穂学園コミュニティ・スクール」を入れる 

③テーマ３について 

 ※子供たちから地域、学校にお願いするような流れをつくる 

 ・あいさつ運動、交通安全の見守り等、地域のみなさんに参加しても

らいたいことについては、子どもたちがポスターを作成して、地域

のみなさんに参加していただけるようすすめる。ごみの集積場等に

貼る。 

 ・交通安全ステッカーを貼る 

 ・ポスターに学校ＨＰにリンクしたＱＲコードを張り付けておく。 

イ 大曽根小グループ 

①テーマ１について 

 ※危機意識を高めていく 

・地域防災訓練を行う。 

②テーマ２について 

・まずやってみよう 

③テーマ３について 

※意識の高い人から集まってもらって、防災訓練に集まってもらい、

その後、CS に広げていく流れをつくる 

・炊き出しを行う。 

・段ボールをもってきてパーソナルスペースの小ささを感じてもらう 

・夏、冬がいいと思うが、暑さ対策や感染症対策が必要となるため、時

期については検討が必要である。 

ウ 吉沼小グループ 

①テーマ１について 



 
 ・情報誌を発行する。 

市の広報紙の活用、チラシ等の活用をする。 

予算を十分確保していただくことと、学校に負担がかからないよう

にするため、市教育委員会で担当していただきたい 

・登り旗の作成 

・地区長からの Line を使って情報共有、情報発信を行う。 

・CS の説明が聞ける場所の提供、懇談会で情報発信を行う。 

・イベントの工夫、その中で CS の運動について情報発信を行う。 

②テーマ２について 

・地域がはぐくむ明るい未来 

子供を中心に学校・家庭・地域が繋がろう 

地域の力を学校に 

・支えあおう、よりよい地域と子供のために、ともに始めよう歩もう 

・地域で育てる学びの場、大穂学園コミュニティ・スクール 

 未来を育む、共に学び、笑顔のコミュニティ・スクール 

 深まろう 学園の輪コミュニティ・スクール 

 地域で支え育てるコミュニティ・スクール 

③テーマ３について 

 ・学期一回のあいさつ運動（正門前） 

 ・登下校の見守り、登校中は可能 

  下校時は散歩をしている人や、日常の支援活動の相乗りで行う。 

エ 要小グループ 

①テーマ１について 

 ・区長会のつながりが強いので、地区向けの広報がよい。 

 ・学校に来て子供もの様子を見る機会をつくる、イベントなど 

 ・食べ物を絡めたもの、野菜をつくる、 

・要フェスティバルの復活（有志で実行委員会を行う） 

②テーマ２について 

・みんなでほめて、みんなで育てよう、となりの親戚 

③テーマ３について 

 ・見守りとあいさつを兼ねて進める 

 ・登校班の編成をする時に、いつ、どこに集合するかを、各区会にも

連絡し、登校班の編成に一緒に参加する。情報共有することで、子

供たちが通学する場所が分かる。 

 ・下校時の見守りについては、防災無線（あれば）を活用し、子供た

ちの下校をお知らせする。 

 ・下校時刻を告知する。 

オ 大穂中グループ 

①テーマ１について 

 ・チラシを作る、登り旗をつくる、 

・学校ＨＰ、広報紙の活用 

・ポスター、ＨＰは見逃しやすい、チラシも捨てられてしまう 

→目を引くものをつくる、専門家に任せる。 

・CS がなじんでないので、広報活動をすすめる。 



 
②テーマ２について 

・地域の宝、子供たちのいる学校を地域の宝にしよう 

 ・育てよう地域の宝 よりよい未来を目指し 

③テーマ３について 

・あいさつ運動は年１回だれでも参加する。 

・祖父母に協力を求める。 

・地域の方のあいさつ運動と一緒に活動させてもらう。 

(4) その他 

ア 座長より 

   ・大変貴重な意見を来年からのコミュニティ・スクールに生かしていき

たいと思います。 

  イ 今後について 

   ・３月２日 CS 推進委員さん向けの研修（希望制）があります。２月１４

日までに連絡をお願いいたします。 

   ・令和６年度は、正式にコミュニティ・スクールとなります。期日、会場

等は、後日連絡いたします。 

・委員の選出に関しては、１年ごとの任期となります。 

 

４ 閉  会 
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令和 5年度第 3回大穂学園コミュニティ・スクール推進会議

日時 :令和 6年 1月 26日 (金 )

18:00ヘ ン20:00
場所 :大穂交流センター 研修室

次 第

め  1開 会

2挨 拶

3 議事の確認

4協 議

(1)『大穂学園コミュニティ・スクールを

地域に広げるためにどのようなことをしたらよいだろうか』

(2)そ の他

5開 会



令和 5年度 大穂学園コミュニティ・スクール推進会議・協議会

(第  3回 : 1月 26日  金曜日)

番号 委嘱の区分 氏 名 よみがな 所属・役職

1 (1〉 児童・生徒の祭護者 古谷野 好栄 こやの よしたか 大曽根月ヽ学校
・R4PTA会長

2 a)児童・生徒の県護者 大塚 貴文 おおつか たかふみ
前野小学校
・R4、 SPTA会 長

3 (1)児 童・生徒の保護者 渡邊 伸一 わたなべ しんいち 要小学校
R4PTA会長

4 Q)児童。生徒の保護者 柴田 淳子 しばた じゅんこ 吉沼小学校
'PTA共同代表

5 a)児童・生徒の保護者 五十嵐 京子 いがらし きょうこ 大穂中学校
大穂中応援団(PTA等代表)

6 (1)児 童・生徒の保護者 須藤 梨沙 すとうりさ 吉沼小学校
・子とrも会育成連合会会長

7 Q)地域住民 井内 博行 いうち ひろゆき 大曽根小学校
・R4学校評議員

8 修)地域住民 諏訪 優子 すわ ゆうこ 大曽オ長小学校
.R4学 校評議員

9 (2)地域住民 染谷 3貪 そめや つよし 大曽根小学校
・R4学校評践員

10 Q)地域住民 野澤 洋夫 のざわ ひろお 大曽根小学校
・区長会長

11 2)地布父住民 中島 肇 なかじま はじめ 前野小学校
R4学校評議員、区長会長

12 (2)地域住民 清水 大 しみず まさる
前野小学萩
,R4PTA顧問
'ROPTA会 長候補

13 (2)地域住民 中)|1正 なかがわ ただし 前野小学校
・区畏

/

14 2)地域住民 大塚 一浩 おおつか かずひろ
晰野小学校
R4学 tマ交評議員
区長

15 (2)地域住民 沖山 暁郎 おきやま あけお 要小学校
Rヽ4区長会長

16 (2)地 域住民 小林 曲二 こばやし ゆうじ 要小学校
・民生委員

17 地域住民 村上 義孝 むらかみ よしたか
要小学校
'SSW・ つくば市倫理 1歯大会 (相談役 )

,つく|ざエデュース

18 地域住民 菊田 康人 きくた やすと
要小学校
・菊田建設
・元保護者

19 (2)地域住民 川根 義行 かわね よしゅき 吉沼月ヽ学校
・区長会長

20 鬱)地域住民 塚本 正人 つかもと まさと 古沼小学校
,主任児童委員

21 2)地域住民 中島 武夫 なかじま たけお 大穂中学校
・元Pれ峨 長、R4学校評議員

22 ,)地域住民 小野 泰宏 おの やすひろ 大権中学校
・前くすのき会長、R4学校評議員

23 12)地 域住民 軍司 絹子 くんじ きぬこ 大穂中学校
・元PTA会 長

24 0)各学校長・教職員 勝村 不日之 かつむら かずゅき 大曽根小学校
・校長

25 ●〉各学校長・教職員 村野 守司 むらの もりじ 前野小学校
・校妥

26 伯)各学校長・教職員 平野 浩之 ひらの ひろゆき 要小学校
・校長

27 各学校長・教職員 大越 茂 おおこし しげる 吉沼小学校
・校長

28 0)各学校長・教職員 冨田 竜夫 とみた たつお 大穂中学校
校長

29 は)学職経験者 蔵持 正則 くらもち まさのり 大穂中学校
'元校長

関係行政機B蜀 の職員

教育委員会が適妻と紹める者



会 議 録
会議の名称 令和 5年度第 2回大穂学園コミュニティ・スクール推進会議
開催 日時 令和 5年 (2023年 )9月 26日 開会 18:00閉 会 20100

開催場所 大穂交流センター

事務局 (担当課) 教育局生涯学習推進課

出

席

者

委員 古谷野 好栄、大塚 貴文、渡邊 伸一、柴田 淳子、
五十嵐 京子、須藤 梨沙、井内 博行、諏訪 優子、
染谷 強、野澤 洋夫、中島 肇、中川 正、大塚 一浩、
小林 由二、村上 義孝、菊田 康人、塚本 正人、
中島 武夫、小野 泰宏、軍司 絹子 蔵持 正則
大穂中学校 :冨 田 竜夫校長
大曽根小学校 :勝村 和之校長

前野小学校 :村野 守司校長

要小学校 :平野 浩之校長

吉沼小学校 :大越 茂校長
その他 大穂中学校 :鈴木 英理 教頭、伏谷 謙 教務主任

大曽根小学校 :浅野 洋平 教頭、大和田 哲也 教務主任
前野小学校 :飯塚 真由美 教頭、内田 卓 教務主任
要小学校 :大谷 順子 教頭、柴崎 貝1史 教務主任
吉沼小学校 :西村 香保子 教頭、本澤 智子 教務主任

事務局 教育局長 吉沼 正美

教育局次長 久保田 靖彦

学び推進課 :参事 久松 和則

教育総務課 :課長 山岡 めぐみ
生涯学習推進課 :課長 澤頭 由紀子

:社会教育主事 渡違 亮太

:社会教育主事 村上 和宏
:地域連携教育指導員 酒井 和宏
:地域連携教育指導員 小島 健

公開・非公開の別 図公開 □非公開 □一部公開 傍聴者数 2名

非公開の場合はそ

の理由

議題 1 大穂学園の現状について

2 熟議「大穂学園の教育活動において地域から学校に支援できることは何だろう力判
3 その他 (推進会議の今後の予定)

会議録署名人 確定年月日 年  月  日

会

議

次

第

1開  会
2 学園長のあいさつ

3 座長 。副座長の選出
4 熟議毎「大穂学園の教育活動において地域から学校に支援できることは何だろうか」
5 閉  会

/



<審議内容 >
1 開会

(1)本 日の会議について (2)学園長のあいさつ

2 座長 。副座長について

前回より引き続き

座 長 :大穂中学校元 PTA会長、前大穂中学校評議員 中島 武夫 委員

副座長 :く すのき会前会長、前大穂中学校評議員   小野 泰宏 委員

3 議事の確認

(1)書記の選任 (要小 柴崎貝1史教務主任 )

4 熟議

(1)第 1回 の会議内容の振 り返 り (フ ァシリテーター 大穂中 鈴木教頭 )

O良いところ
。縦割 り班活動や地域、他学年 とのつなが りがある。

・保護者が協力的  :子 どもたちが認められる機会が多い

。多種 。多様な業種が周 りにある 。挨拶ができる
。本気で行動できる 。学校が落ち着いている

○課題 として
。あいさつ  。人間関係作 り 。遊び場が少ない  。学力向上

。マナーの向上  。世代交流が少ない、地域の活動が分からない

。地域 との関わ り。働 き方改革
。道が狭 く、安全面が課題である
。自転車のルールを守る意識の向上を図る必要がある

。夢、日標 を持つ等の意識の向上

○今後、行っていきたいこと
。児童館 との連携  ・ボランティア活動 。継続すること

。学校、地域双方からの広報活動

・子 どもの居場所づ くり (サー ドステージ)

。地域行事への理解促進 と、児童 と協働 したイベン トの開催
。子 どもたちを知つてもらうための活動
。地域 と協力、くすのき隊の活動の充実

・ボランティア活動の充実  。体験活動の充実
。先生の手助けになるような地域活動の展開

(2)テ ーマについての話 し合い
「大穂学園の教育活動において地域から学校に支援できることは何だろうか」

○グループでの話 し合いの方法について

①各学校で困つていることのうち、できそうなことと難しいことに分けて

付箋を模造紙に張っていく。

②できそうなことを地域主体としてどのように支援していくかの具体策と

課題を考え、それぞれ青の付箋と赤の付箋に書き出していく。

③書き出した付箋を、模造紙に貼り内容をもとにしてグループごとに話し

合う。

④話し合った内容について各グループから発表する。

(3)各 グループの発表

ア 大穂中グループ
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O具体策
※完壁を目指さず、少なくてもよいから、まずは学校への支援活動に
参加してもらえる体制を考える。

・ボランティア活動については、具体的な内容、時間を明確にする。
・回覧板で募集する。
・保険に加入することを必須とする。
・ボランティア募集の年間計画を立てるとよい。

①課題
・チラシ等で募集する場合、見やすく、読みやすいものを作成するノ

ウハウが必要。
・専門の人に何いながらやる必要がある。

イ 大曽根小グループ

○できること

※人が足りないからできないことをお手伝いする。
Oできないこと

。日本語の指導の補助
・英語の通訳
・災害時の駐車場の整理

O具体策
。学生ボランティアを募る。
その際、マイスター制度のようなものを導入する。
具体的には、登録や研修をしてもらうようにする。

・PTA活動に特典を付ける。
活動の何回か参加したらスポーツ少年団の PRをすることができる。
PTAの活動を免除する。

・学校と保護者がWin winの 関係であるように企画を考える。
O課題
・集めた人が情報漏洩をしてしまう危険性がある。

ウ 前野小グループ

Oできること

※今実際にやっていることをさらに発展させていく
Oできないこと

※学校の状況がわからず、突然言われてもすぐには動けないような内
容のもの

。調理実習の補助
・手縫い、 ミシン作業の補助
・水泳学習の見守り

○具体策

※広報活動をより活発にしていく
よりよい環境、よりよい教育を子供たちへ伝えていく

。区長さんの協力を仰ぐ
・地域の伝統行事を学校行事に取り入れる。 (例 :ポンポンつき)

ら



エ

オ

要小グループ

○できること。できないこと

・意見が上がった 16項 目について分けた。
・難しいことも多いが、工夫することでできることも増えていった。

Oできること
。読み聞かせを行う。
・調理実習の補助
・ ミシン作業の補助

○具体策
。やる気のある人からでもよいので、できることから少しずつ始めて

い く 。

O課題
。やろうと思えばできるが、平 日昼間の活動が多く、参加するのが難

しい。
・団体 としての読み聞かせグループがない。 (PTA主 催のもの)

。情報伝達の問題がある。困 りごとなどをもと広 く伝達するようにす

る。組織的に行 う、もしくは、区長 さんとの連携をもっと図れるよ

うになるとよい。

・経費の問題。

事故があったときどうするか。

食費がかかった時の経費はどこから出すか。

市の制度を使えばよいのでは ?

吉沼小グループ

Oできること
・登下校の立哨、パ トロール
。水泳学習の低学年の支援
・休み時間、子供たちと、遊ぶ、触れ合いの時間をもつ。
・読み聞かせ
。草刈り
。畑での野菜作り、草取り
。落ち葉集め、桜、イチョウ等の落ち葉の管理

・プランターの花の管理、マリーゴール ド、パンジー

Oできないこと
。廃品回収での車の確保、地区ごとの軽 トラの確保が難しくなつてい

る。              ′

。家庭科支援、調理実習や、ミシンの補助
・災害時の駐車場誘導、一部の道路を一方通行することなど。

O具体策

※コミニュティスクールの設置の目的である、地域、学校、子供たち

を繋げるということで、学校を支援していきたい。ただし、学校が

いつどのような時間にどんなことをしているかが伝わってこないた

め、どのようなお手伝いをすれば助かるということが伝わってこな

い現状がある。また発信されている情報が単発のものであることが

学
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多く、情報が組織化 されていない。そういった現状踏まえ、次のよ
うな策を講 じていく。

・情報を共有する場、学校の課題を発信する場の設置のための人材バ
ンクの設置。

人の登録、時間の登録、祖父母学級の管理
。メール配信システム (人材バンク専門のもの)の設置
・回覧板の活用
・登下校の見守 り…いつ、どこで、どのような見守 りをするか
。プランターの管理…花と緑のボランティアの 日の設定 (月 1回程度 )

○課題

※技術を持っている人が集まらないため。また、お仕事をされている
方たちを招集するための時間の確保が必要になるため、限られた人
しか集まらない、長い時間お手伝いいただくことが難 しいとい うこ
とになる。 さらに、道具も豊富にないと、活動が難 しくなる。

。家庭科のミシン、調理実習の手伝い。
※地域の方にお手伝いをいただくためには、情報の共有が十分になさ
れてないと、人が集まらないのではないかとい うこと。いつ、どんな
ところで、何をするかってい うこと、困つているとか、学校の願い
を、地域の方にどんどん発信 していく、そ うい うことがやっぱ り大
事なのではないか。

(4)そ の他

ア 座長より
。たくさんの協力が得 られることになった3子供たちの未来、国の未来
が広がる気がする。今後はこの発表を実際に実現できるようによろし
くお願い します。

イ 今後について
。第 3回 令和 6年 1月 26日 (金)18:00～ 大穂交流センター

閉  会

∫
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